
「底層溶存酸素量に関する環境基準の類型指定について（報告案）」について 

 

１ 概要 

 ・ 環境基本法に基づく水質汚濁に係る環境基準のうち、生活環境の保全に関する環境基

準について、公共用水域における底層を利用する水生生物の個体群が維持できる場を保

全・再生する観点から底層溶存酸素量（以下「底層 DO」という。）が追加されるととも

に、これについて基準値を設定された。（平成 28年 3月 30日付環水大水発第 1603303号） 

 ・ 底層 DO が追加された際に、今後、国において、環境基準の達成状況の評価、運用、具

体的な水域における類型指定について、その方法論とともに検討し、中央環境審議会で

審議することとされていた。 

 ・ 今般、国において審議された結果を「底層溶存酸素量に関する環境基準の類型指定に

ついて（報告案）（以下「報告書案」という。）としてまとめられ、パブリックコメントの

募集が実施された。（募集期間：令和 3 年 4 月 13 日～5 月 12 日） 

・ また、報告書案において、琵琶湖の類型指定の内容が示された。 

 

２ 底層溶存酸素量の水域類型及び基準値 

 

 （平成 28 年 3 月 30 日付環水大水発第 1603303 号より抜粋） 
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３ 類型指定の具体的な手順と琵琶湖の類型指定（報告書案より抜粋） 

 

 

図 底層溶存酸素量の類型指定案の検討の基本的な考え方を示した手順 
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表 琵琶湖における保全対象種 
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表 保全対象種の種別目標値及び類型 

 

 

・  琵琶湖の保全対象種の生息域及び再生産の場は、各保全対象種の生態特性（生息又

は再生産に適した水深、底質（砂、泥、岩礁等））に係る知見、地域関係者からの情報

を踏まえて設定し、保全対象種 8 種の生息域及び再生産の場を重ね合わせ。 

 

 ・ 過去の底層溶存酸素量の状況、底生生物の状況、水の交換が悪い水域の範囲等、水域

の特徴について考慮。 
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図 琵琶湖の類型指定 

 

３ 今後の対応 

 ・ パブリックコメントの結果等を踏まえ、琵琶湖の類型指定が正式に決定された後、具

体的な調査地点や評価方法等について、環境省と調整しながら検討する予定。 

 ・ 早ければ、令和 4 年度の公共用水域・地下水水質測定計画（案）に反映。 
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